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教員個人調書（理工学・商船学（研究）分野）          2023 年 9 月 28 日 

氏 名（ふりがな）  杉村 佳寿（すぎむら よしひさ）           

 
（学 歴） 
入学・卒業（修了 
・取得）年月 

学部・学科及び専攻名（学位・免状） 

 1993 年 4 月 

 1997 年 3 月 

 1997 年 4 月 

 1999 年 3 月 

2013 年 10 月 

2016 年 9 月 

京都大学工学部土木工学科 入学 

同上 卒業 学士（工学） 

東京大学大学院工学研究科博士前期課程社会基盤工学専攻 入学 

同上 修了 修士（工学） 

東京大学大学院工学系研究科博士後期課程システム創成学専攻 入学 

同上 修了 博士（工学） 

 
（職 歴） 

異 動 年 月 所属，職名，職務内容，担当科目等 

1999 年 4 月 

 

2001 年 4 月 

 

2002 年 5 月 

2005 年 4 月 

 

2006 年 4 月 

2008 年 4 月 

2009 年 4 月 

 

2010 年 4 月 

 

2012 年 11 月 

 

2015 年 4 月 

 

2016 年 4 月 

 

2016 年 11 月 

 

2017 年 9 月 

 

運輸省（現国土交通省）入省，航空局飛行場部計画課計画第二係員 

 空港整備計画，事業評価，航空需要予測，環境影響評価等 

国土交通省河川局河川環境課企画調整係長 

 河川環境事業の予算業務，事業評価，河川環境政策立案等 

国土交通省国土技術政策総合研究所空港研究部空港計画研究室研究官 

国土交通省国土技術政策総合研究所空港研究部主任研究官 

 以上の間は，社会インフラ整備の経済効果，事業評価，運営に関する研究 

国土交通省中国地方整備局港湾空港部港湾計画課課長補佐 

国土交通省中国地方整備局港湾空港部港湾計画課長 

国土交通省中国地方整備局港湾空港部沿岸域管理官 

 以上の間は，中国地方管内の港湾政策立案，港湾空港予算，地域振興業務等 

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部リサイクル推進室室長補佐 

 リサイクル政策立案，小型家電リサイクル法の制定，国際循環資源促進等 

国土交通省北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所長 

 石川県内の港湾空港整備事業，地域振興業務等 

国土交通省港湾局海岸・防災課首席港湾保安管理官 

 港湾保安政策立案，国際関係業務等 

国土交通省航空局航空ネットワーク部空港計画課課長補佐（総括） 

 空港政策立案，空港整備予算，国会対応業務等 

金沢工業大学客員教授（兼業）（2023 年 3 月まで） 

 地域防災環境科学研究所メンバーシップ講演会での講演等 

福岡市港湾空港局理事 

 博多港港湾管理者としての業務全般 
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2020 年 4 月 

 

 

 

2023 年 4 月 

（現職） 

 

2023 年 6 月 

 

2023 年 10 月 

九州大学大学院工学研究院海域港湾環境防災共同研究部門教授 

 港湾政策，空港政策，物流政策，環境政策に関する研究 

 「自然災害と防災」，「沿岸域管理工学」，「輸送・システム交通工学」，「国土

開発・災害リスクマネジメント」の講義を担当 

国土交通省国土技術政策総合研究所港湾・沿岸海洋研究部港湾新技術研究官 

（7 月より港湾システム研究室長併任） 

港湾政策，物流政策，環境政策に関する研究 

東京大学大学院工学系研究科客員研究員（兼業） 

 造船におけるライフサイクルを考慮した CO2排出量推定についての研究 

神戸大学海事科学研究科非常勤講師（兼業） 

 「現代海洋政策概論-1」，「現代海洋政策概論-2」の講義を担当 

 
［１］学会における活動 
（１） 加入学会 

 土木学会，正会員（1997 年 4 月－現在） 

 日本船舶海洋工学会，正会員（2021 年 9 月－現在） 

 日本沿岸域学会，正会員（2022 年 6 月－現在） 

 日本海運経済学会，正会員（2022 年 10 月－現在） 

 

（２） 役員歴 

 なし 

 

（３） 受 賞 

1. The 15th International Conference of Eastern Asia Society for Transportation (EASTS'2023), 

OCDI Takeuchi Yoshio Special Award for Logistics Research, Mathias, T.N., Inutsuka, H., 

Shinoda, T., Sugimura, Y., Operational Performance Evaluation of a Container Terminal Daily 

Report Using Data Mining and Simulation, September, 2023. 

2. 土木学会論文賞，杉村佳寿，村上進亮，鵜飼隆広，小型家電リサイクル制度創設における費用対効

果分析の意義，2016 年 6 月.  

3. 土木学会環境システム委員会優秀論文賞，杉村佳寿，村上進亮，鵜飼隆広，小型家電リサイクル制

度創設における費用対効果分析の意義，2015 年 10 月. 

4. 日本港湾協会企画賞, 中国地方国際物流戦略チーム，主要貨物のバルクを育てる新たな制度・整備

の実現への取り組み，2008 年 5 月. 

 

［２］社会における活動 
1. 雑誌 HEDORO 編集委員（一般社団法人水底質浄化技術協会，2001 年 4 月－2002 年 4 月） 

2. 空港整備事業の費用対効果分析手法の改善に関する調査委員会事務局（国土交通省航空局，2005 年

4 月－2006 年 3 月） 

3. 瀬戸内・海の道ネットワーク推進協議会事務局長（瀬戸内・海の道ネットワーク推進協議会，2009

年 4 月－2010 年 3 月） 

4. 地盤工学会北陸支部評議員（地盤工学会，2012 年 11 月－2015 年 3 月） 

5. 石川県地方港湾審議会幹事長（石川県，2012 年 11 月－2015 年 3 月） 
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6. 金沢市防災会議委員（金沢市，2012 年 11 月－2015 年 3 月） 

7. 金沢市国民保護協議会委員（金沢市，2012 年 11 月－2015 年 3 月） 

8. 七尾商工会議所参与（七尾商工会議所，2012 年 11 月－2015 年 3 月） 

9. 千里浜再生プロジェクト委員会委員（石川県，2012 年 11 月－2015 年 3 月） 

10. 金沢港港湾 BCP 協議会幹事長（国土交通省北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所，2012 年 11

月－2015 年 3 月） 

11. 七尾港港湾 BCP 協議会幹事長（国土交通省北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所，2012 年 11

月－2015 年 3 月） 

12. 金沢港海浜流影響検討委員会委員（国土交通省北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所，2014 年

6 月－2015 年 3 月） 

13. 北陸地域港湾の事業継続計画（BCP）検討会メンバー（国土交通省北陸地方整備局，2015 年 3 月） 

14. 港湾保安管理士試験委員会委員（日本港湾協会，2015 年 4 月－2016 年 3 月） 

15. 国際海事機構（IMO）総会日本政府団 Representative（2015 年 6 月） 

16. 日 ASEAN 港湾保安専門家会合座長（2015 年 9 月） 

17. 稚内空港の冬季就航率改善のための検討会委員（国土交通省航空局，2016 年 7 月－2017 年 3 月） 

18. 使いやすい博多港づくり協議会委員（博多港振興協会，2017 年 9 月－2020 年 3 月） 

19. グリーンアジア国際戦略総合特区地域協議会東アジア海上高速グリーン物流部会長（グリーンアジ

ア国際戦略総合特区地域協議会，2017 年 9 月－2020 年 3 月） 

20. リサイクルポート施策の高度化研究会オブザーバー（国土交通省港湾局，2017 年 11 月） 

21. クルーズ船の航行安全に関する検討委員会委員（国土交通省港湾局，2017 年 11 月－2018 年 3 月） 

22. アウトバウンド検討会委員（福岡市，2018 年 7 月－2018 年 9 月） 

23. サイバーポート検討 WG（港湾・貿易手続）委員（国土交通省港湾局，2019 年 12 月－2020 年 3

月） 

24. 福岡空港滑走路増設事業技術検討委員会委員（一般財団法人港湾空港総合技術センター，2020 年

4 月－2023 年 3 月） 

25. クルーズの需要回復・拡大に向けた検討会座長（一般財団法人みなと総合研究財団，2020 年 9 月

－2021 年 3 月） 

26. 金沢港利用活用検討会委員（国土交通省北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所，2020 年 10 月

－2021 年 3 月） 

27. 九州地方の農産品輸出促進に関する検討会座長（一般財団法人みなと総合研究財団，2021 年 1 月

－2022 年 3 月） 

28. 博多港浚渫土砂活用による環境改善方策検討会委員（一般財団法人みなと総合研究財団，2021 年

1 月－2023 年 3 月） 

29. 唐津市等沖洋上風力発電事業と地域共生に関する F/S 調査事業者選定委員会委員（唐津市，2021

年 9 月） 

30. 瀬戸内海の環境修復技術に関する検討会（国土交通省中国地方整備局広島港湾空港技術調査事務所，

2022 年 10 月－2023 年 3 月） 

31. 次世代高規格ユニットロードターミナル検討会委員（2023 年 8 月－現在） 

32. 新本牧の将来構想検討意見交換会委員（2023 年 9 月－現在） 

 

［３］賞 罰 
永年勤続国土交通大臣表彰（20 年）（2023 年 7 月） 
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［４］大学院における学位論文指導歴 
なし（補助的な指導実績はあり） 

 

［５］代表者として得た研究費 
［獲得年度（西暦），研究プロジェクト名，（研究費種目，科研費の場合は課題番号／その他の場合は資

金を得た機関名），金額（千円）］ 
（１） 科学研究費 

 なし（分担者としての参加のみ） 

 

（２） 共同研究／受託研究／その他（公募型研究助成） 

2020-2022 年度，海域・港湾における環境・防災及び生産性向上に関する研究 

 共同研究，博多港ふ頭株式会社，一般社団法人港湾荷役機械システム協会，九州地方整備局，株式

会社ヤマウ，一般財団法人港湾空港総合技術センター，株式会社三井 E＆S マシナリー，39,000 

2020 年度，港湾等における環境・防災及び生産性向上に関する研究業務 

 受託研究，九州地方整備局，20,042 

2021 年度，港湾等における環境・防災及び生産性向上に関する研究業務 

 受託研究，九州地方整備局，23,800 

2022 年度，港湾等における環境・防災及び生産性向上に関する研究業務 

 受託研究，九州地方整備局，22,020 

 
［６］業 績 
（１） 発明・特許取得 

なし 

 

（２） 著書 

［著者，著書名，担当部分（章／頁など），発行所，発行年月(西暦)，学術著書／教科書等の別，ISBN］ 

特記事項：［学会賞の受賞など］ 

1. 〇Kawasaki, T., Matsuda, T., Sugimura, Y., Data for Maritime Logistics, Routledge, 契約済, 

2023 年度中に出版見込み, 学術著書. 

2. 〇Kasama, K., Sugimura, Y. (Eds.), Chemical Grouting for Liquefaction Countermeasures: 

Implementation and Performance Evaluation, Routledge, 契約済，2023 年度中に出版見込み, 学

術著書. 

3. ○ Sugimura, Y., Climate Change Countermeasures in Ports Toward Carbon Neutrality: 

Empirical Analysis and Potential New Countermeasures, Springer, August, 2023, 学術著書. 

ISBN 978-3-031-34393-3 

4. Kuwae, T., Yoshihara, S., Suehiro, F., Sugimura, Y., Chapter 22, Implementation of the Japanese 

blue carbon offset credit schemes, in Nakamura, F., eds. Green Infrastructure and Climate 

Change Adaptation: Function, Implementation and Governance, Springer, January, 2022, 学術

著書.  

ISBN 978-981-16-6791-6 

5. ◯Sugimura, Y., Sega, Y., Katagiri, M., Nishizono, K., Estimating landfill height considering the 
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heterogeneous physical property of dredging soil as reclamation material, Advances in 

Sustainable Construction and Resource Management, Springer, February, 2021, 学術著書. 

ISBN 978-981-16-0076-0 

6. 後藤孝夫，杉村佳寿，第 16 章，農水産物の輸出と港湾の役割，みなとのインフラ学，成山堂書店，

2020 年 8 月, 学術著書. 

ISBN 978-4-425-39501-9 

7. 吉原哲，岡崎修司，杉村佳寿，桑江朝比呂，第 23 章，ブルーカーボン事業の実践，実践版！グリ

ーンインフラ, 日経 BP，2020 年 7 月, 学術著書. 

ISBN 978-429-61-0675-2 

8. 〇杉村佳寿，245 小松飛行場，246 能登空港，247 福井空港，世界の空港辞典，成山堂書店，2018

年 9 月, 学術著書. 

ISBN 978-4-425-86311-2 

9. 〇杉村佳寿，1 編-4，特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法），リサイクル･廃棄物事典，

ガイアブックス，2014 年 4 月，学術著書. 

ISBN 978-4-882-82580-7 

10. 〇杉村佳寿，第 5 章 3，使用済小型電気電子機器からのレアメタルの回収システム－インフラ，法

整備について－，レアメタルの最新動向，シーエムシー出版，2012 年 10 月，学術著書. 

ISBN 978-4-7813-1367-2 

11. 〇杉村佳寿，第 5 章 4，レアメタル回収モデル事業の紹介，レアメタルの最新動向，シーエムシー

出版，2012 年 10 月，学術著書. 

ISBN 978-4-7813-1367-2 

 

（３） 学術論文（有審査論文：ジャーナル） 

［著者，題目，掲載誌，巻（号），頁，発行年月(西暦)，DOI］ 

特記事項：［論文賞の受賞（受賞年月）など］ 

1. 犬塚秀世，Tiago Novaes MATHIAS，篠田岳思，杉村佳寿，コンテナターミナルの作業日報データ

に基づく荷役機械の作業時間分析と荷役シミュレーションモデルへの適用，土木学会論文集．

Vol.79, No.18, 23-18126, 2023 年 10 月.  

DOI: https://doi.org/10.2208/jscejj.23-18126 

2. 靏野佑馬，Tiago Novaes MATHIAS，篠田岳思，杉村佳寿，コンテナターミナルにおけるデジタル

ツイン構築のための外来シャーシの動態分析法，土木学会論文集．Vol.79, No.18, 23-18145, 2023

年 10 月.  

DOI: https://doi.org/10.2208/jscejj.23-18145 

3. 鈴木聖悟，井手喜彦，山城賢，児玉充由，杉村佳寿，九州地方における近年の大規模出水で生じた

流木の漂流挙動解析，土木学会論文集．Vol.79, No.18, 23-18175, 2023 年 10 月.  

DOI: https://doi.org/10.2208/jscejj.23-18175 

4. ◯杉村佳寿, 篠田岳思, Muhammad Arif BUDIYANTO，リーファーコンテナエリアへのルーフシ

ェード設置効果の評価方法と汎用化の可能性，土木学会論文集, Vol.79, No.8, 23-00032. 2023 年 8

月.（国際共著） 

DOI: https://doi.org/10.2208/jscejj.23-00032 

5. 長山達哉, 笠間清伸, 濱口信彦, 杉村佳寿, 藤井照久, 金子智之, 木村康隆, 善功企，調査・強度確

認手法の複合化による浸透固化処理地盤の品質確保法の提案，土木学会論文集, Vol.79, No.8, 22-
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00266. 2023 年 8 月. 

DOI: https://doi.org/10.2208/jscejj.22-00266 

6. ◯杉村佳寿, 阿野貴史, 三戸勇吾, 岡田知也，ブルーカーボンクレジット活用による藻場保全活動

の持続可能性 －自治体が関わるクレジットの損益分岐価格についての考察－，沿岸域学会誌，

Vol.23, No.1, pp.23-31, 2023 年 6 月. 

DOI: https://doi.org/10.57296/jaczs.36.1_23 

7. ◯＊Sugimura, Y., Akakura, Y., Yotsushima, T., Kawasaki, T., Evaluation of Japanese port 

policies through network analysis, Transport Policy, Vol.135, pp. 59-70, May, 2023.（インパクト
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